
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

第９１号 

２０２６年 

冬   号 

新年あけましておめでとうございます。 

職員一同、本年も新たな気持ちで、一つ一つの診療を丁寧に行ってまいりたいと考えております。 

近年、医療におけるコミュニケーションの重要性について、さまざまな場で耳にする機会が増えています。私自身

もその大切さを強く感じてはいるものの、日々の診療の中で十分に整理し、実践できていないことが多いのではな    

いかと悩むことがあります。 

そこで本年は、「よりわかりやすい説明」を目標の一つとし、その方法を改めて整理し、実践していきたいと

考えています。 

具体的には、まず目を見てお話しすること、皆様のお話をしっかり伺うこと、できるだけ平易な言葉を用い、 

ゆっくりと説明することを心がけます。また、内容は具体的に絞り、必要なことは繰り返しお伝えし、視覚的

な資料もこれまで以上に取り入れていきたいと思います。 

これまでも意識して取り組んできたつもりではありますが、診療時間が限られる中で十分でないことも少なくな

いと感じています。今後も職員一丸となり、限られた時間の中でも、よりご納得いただける説明と診療を 

行えるよう努めてまいります。 

皆様にとりまして、健康で実り多い一年となりますよう、 

心よりお祈り申し上げます。 

 

当院ではお子さまの健康状態をすばやく、的確に把握する                      

ためにも小児科受診ノートの利用をお願いしています。お子                     

さま１人につき１冊を無料でお渡ししていますのでスタッフ                      

までお声掛けください。 

 

急な体調不良の時などの参考にしていただけたらと思います。 

＜家庭でのケア＞について発熱や嘔吐、ひきつけなど症状別にポイントがまとめられている 

＜薬の上手な使い方＞としてシロップ剤、粉剤、坐剤の使い方やコツが記載されている 

また、受診ノートには発熱の記録表以外にも

 

以上のようなメリットがあります。 

・体温グラフを表示することで、一目で発熱の経過が分かりやすい 

・発熱以外の症状を記載することで健康状態を的確に伝えることができる 

・問診時間が短縮され、すばやく診察を受けることができる 

・家族の間でお子さまの体調を共有することができる 

（主にお世話をしている方が一緒に受診できない時にも役立つ） 

 

小児科受診ノートを利用すると 

小児科受診ノートを使ってみませんか？ 

院長より新年の挨拶 

看護師 瀬川 



『窒息』 

どんなことが原因になる？ 

・３歳児の口の大きさの直径は約４㎝（ピンポン玉ぐらい） 

です。喉はそれよりは小さいため、口の中に入るものほとんど

が窒息の原因につながる可能性があります。 

例えば… 

・口の中にすっぽり入るおもちゃや電池類 

・つるつるした丸いもの☞ぶどうや個包装の丸いチーズ、 

プチトマト、飴、豆類 

・弾力があり噛み切りにくいもの☞エビや海苔、ナッツ類、 

こんにゃく       など 

『溺水』 

どんなことが原因になる？ 

・子供（特に乳幼児）は水深 2.5 ㎝～５ｃｍ 

もあれば溺れる危険性があります。 

子供が溺れるときは静かで一瞬です。 

・お風呂☞入浴中や浴槽への転落 

・洗面所☞洗濯機をのぞき込んで転落し、溺れる 

・ビニールプール 

家庭内にはまだまだ危険が潜んでいます！ 

今回紹介した「窒息」や「溺水」以外にも、「誤飲」、「転落」、 

「やけど」などさまざまです！ 

「不慮の事故」は予期せず起こります。 

まずは、家庭内にどんな危険が潜んでいるのかを知るところ

から始めましょう！ 

そしてできることから対策をしていき大切なお子さんの命を

不慮の事故から守りましょう！ 

☆当院のホームページにも 

「事故・怪我（injury alert）」にその他の不慮の事故につい

て掲載していますので参考にしてください。 

 

「不慮の事故」は子どもの亡くなる原因の上位を占めており、 

「窒息」、「交通事故」、「溺水」が上位になっています。 

また、「交通事故」を除き、そのほとんどが家庭内で起きています。 

「不慮の事故」は対策をすれば防ぐことが可能です。 

🏠 お家でできる対策💡  

・残り湯はしない 

・浴室の鍵をかけておく 

・浴槽や洗濯機、洗面台の近くには踏み台は置かない 

・「目を離さない」より「手の届く範囲」を意識し、 

子供だけで放置しないように 

しましょう！ 

 

・トマトやぶどう、丸いチーズなど☞４等分にする 

（大体１㎝ぐらい） 

・弾力があり嚙み切りにくいもの 

☞３歳頃までは、歯の生え方、嚙み砕く力、飲み込む

力に応じて適度な大きさに切り、食べるようにしまし

ょう 

 

 

 

 

 

 

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

０歳 ベッド内での窒息 胃内容物の窒息 詳細不明の窒息 その他の物体の誤嚥 浴槽での溺水 

１歳 交通事故 浴槽での溺水 胃内容物の誤嚥 食べ物の誤嚥 その他の物体の誤嚥 

２歳 交通事故 食べ物の誤嚥 浴槽での溺水 建物からの転落事故 胃内容物の誤嚥 

３歳 交通事故 胃内容物の誤嚥 海、川等自然水域

での溺水 
自然災害  

４歳 交通事故 建物からの転落事故    

５～９歳 交通事故 海、川等自然水域 

での溺水 
浴槽での溺水 その他の溺水 煙、火災等 

１０～１４歳 交通事故 海、川等自然水域 

での溺水 
浴槽での溺水 建物からの転落事故 その他 

知って防ごう！子どもの事故 

看護師 武田 

こども家庭庁 こどもの事故防止 

＜こども家庭庁 HP より引用＞ 

🏠 お家でできる対策💡  

・口のなかにすっぽり入るおもちゃで遊ばない 

・小さいおもちゃはお子さんの手の届かないと

ころに保管する 

（ジップロック等に入れておく） 

・口の中に入ったまま遊ばせない 

・眠たそうなときは食事をやめる 

・嚙み切りにくいものは小さく切って 

から食べるようにする 

 

 


